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テオクリトスからウエノレギリウスへ

(牧歌の誕生)

八木橋正雄

1.序

テオクリトスの作品は EiouUlOVの名で呼ばれる。三十編からなり、愛の歌

(第四、 28、29、30)、ミーモス(第 15)、神話叙事詩(第 13、25、27)、仮

想空想的愛の詩(第 2、3、11)、へレネーの婚礼歌(第 18)、ヒエローン煩歌

(第 16)、プトレマイオス 2世煩歌(第 17)を含む牧歌 (BUCOLICA)群で

ある。

ギリシアの実在の背景のもとに、叙事詩と神話の枠組のなかに、牧人の生活

と純粋な恋と自然との調和を描いた作品である。

技巧的な当時の詩風にあって、生色、純粋さがその特筆すべき点である。の

ちウエルギリウスはこれを模倣しながら、暗日食的抽象的になり純化した。

本論では、その原典を比較し、牧歌の創造の原点に立ち返ることをその目的

とする。

原典対照

第 1歌冒頭:8EOKPITIY 8TPl:Il: H QMH 

8YPl:Il: 

'Aouτ1τO ¥jft9uptσμαKαi d 7Eiτ'¥Jc，αlπ6λ.E，τ市vα，

d TEod tdlgπαyUHH，μEA.iσoEταt， aoもoElCui tu 

O'¥JpiOEC' !!eta na.vατO OEUtEPOV d9A.ov Ò:πotO~. (1→3) 

山羊の守りなる君

そして この松の木陰

夫(そ)こそ泉のかたへ

えも知らず、かろき さざめき
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お歌いくださいませ

葦笛の歌で

ノfーン神につづいて

かち得ましょう比肩の誉れを。

AIITOAOI 

aotOv，品 πOt向v，τ6τEOVμtλOc~τo 1(αταXEC 

τiiv'aπ6τacπtτpαc 1(αtαλEisE'tα1占¥jIO9EVUOωp 

at1(αtαi Moiσα1τav o'itoα8φpovayωvταt， 

apvατ1) ()"CX1(t 'tαv Acx¥IfUγEpα5・αi.OE 1('apEσ町

t古川tccxpvαKαsEiv， 'tu oEτa." OtV 1)στEpOV ås~. (7→11) 

汝が歌は、おお羊飼し、殿

ことのほか快く

夫(そ)はここかしこの水面に響き渡りて

夫は雫落ちる

岩より

もし詩の女神、ともにお越しあそばせられ、

牝羊を汝に褒美として

乳離れし子羊を

また牧神が望まれるなら

牝牛を汝に。

πλ角pECτOlμt入t'Wcτo1(α1入。vστdμα，θ1)pσt，yEVOtτ0， 

πλ雨入ECoEσzαoovωv， 1(αaπ'AiγiAωiσχaoατpφYOtc 

aOEiαV， 'tE'tτOt yoc E1tEt 'tuycx <l>EP'tEPOV ~ÖEtç. (146→ 148) 

なんと甘美なことば

テイルシスさま

蜜にあふるるおことば

蜜ぶさに満るる

アイギリアの甘いいちじくのよう

蝉の美しき響きにも似て。
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同じく六脚韻のドーリス方言の叙情詩に似せた暗験的なウエノレギりウスと比較

したい

恒tyre，tu patulae recubans sub tegmine fagi 

siluestrem tenui musam meditarius aurea; 

nos patriae finis et dulcia linquimus arua; 

nos patriam fumgimus; tu， Tityre， lentus in umbra， 

formosam resonare doces Amaryllida ailuas. 

o Meriboee， deus nobis haec otia fecit: 

namque erit ille mihi semper deus; illius aram 

saepe tener nostr匂 abouilibus imbuet agnus. 

Ille meas errare boues， ut cernis， et ipsum 

ludere quae uellem calamo permisit agresti. (1→ 10) 

テイテイルスさま

大きな山羊棒(ブナ)の木陰に横になられ

葦笛で森の歌を奏でておられるあなた。

でも、わたしたちは故国をおわれています。

それなのにテイテイルスさまは木陰にやすらい

うつくしいアマリリスの名をこだまに教えておられるのですね。

メリボエウスさま、

神がわたしたちにこのやすらぎを与えてくださったのです。

そういつも信じましょう。

わたしたち羊飼はふくよかな子羊を

わたしたちの神におささげしましょう。

ごらんのように、神が私たちの牡牛たちに

自由に草を食ませ、私の好きなひなびた葦笛で奏でさせてくださいますから。

第 6歌

8EOKPITOY BOlKOAILTAI 

dAMOITAL KAI dAφNIL 

企αμ01ταClCαidcI申V1CO sOUlCOλoc E1C EVαxwpOV 

τa.v a.yEA.αvπolC';'ApατE，σuvayαYOV. 1Ic o'o IlEvαu'tφv 
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1t'¥Jppoc， O 0'中tyEVEtOc' E1tt KPUVαV OE tlV' a帥ω

tσOOJ.lEVOt 9EPEOC J.LEσ句ぷμαvτ1τOtUO'ぷEtOOV.

πpa'toc 0' apccxτo企u<<)lVtc，E1tEt Kα1叩 a'tocEptσOEV. (VI 1→5) 

在る目、群を共にして、牛飼いダモイタス・ダプニス、

黄金の髪、髭の壮年の美しく

泉に集い

ダプニスからはじめて

歌比べに興じられました。

Toσσ， EiπφvτらVL¥u中VtVo L¥αμOtταE 向iλησE'

必).lEV't骨 σ'¥Jptyγ'，ooEτCVKαAOVαUAOV EoωKEV. 

αiiA.Et L¥αμOtταc，σ'¥JptσOE oE L¥u申Vtco souταc' 

ぬPXEu't'EVμαλαKCXταiπOptlECα'¥JtlKCXπOtq.

V、tKl1昨VouounoC， å:v~σσατOt o'EyEvovτo. (42→46) 

ダモイタスはそう歌うと、ダプニスを抱擁され、

前者のパーン牧神の笛と、後者の美しい横笛とを置かれ

若き牝牛たちはやさしい芝の許にやすらぎ

ともに五角で勝利もなく

名人ともに和解されたのでした。

(ウエルギリウス第 3歌)

Non nostrum inter uos tantas componere litis. 

Et uitura tu di伊 uset hic， et quiquis amores 

aut metuet dulcis aut experietur amaros. 

Claudine iam riuos， pueri， sat prata biberunt. 

(Bucolica 3 : 108→111) 

わたしたちの

歌比べに甲乙など能わりしこと

そなたも、そなたも、若牛の報償に値します

みな、愛の甘美をおそれ、また苦しさをともにします
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こどもたちよ、溝を締めてきてください

野は水をたっぷり吸い上げたから。

2.テオクリトス略歴

テオクリトスは、シラクサ(前 31O~300 年)に生まれ、コス島で青春時代

をすごし、プトレマイオス 2世の家庭教師ピレタスに師事。シラクサのヒエロ

ン 2 世(16 歌ピエロン頒歌:前 275~278 年に支配官として君臨)は保護せず、

後、アレクサンドリアのプトレマイオス 2世の許に仕官する。没年不詳。

3 テオクリトス作品概要

新鮮で純真さのなかに、紀元前 270年 07歌プトレマイオス二世頒歌 128

行の王妃アノレシノエ没年)以降の作品の牧歌の枠の l、4、5、6、10及び 11歌

のほか、それ以前の作の 2、7、13、15及び 16歌の戯曲風の作品をふくめて、

青春時代のコス島の植物の植生をかいまみられることから、シチリア及びコス

島(第 7歌収穫の歌)への追憶をフレーム・ワークとしています。第 1歌のテ

イルシスの終曲の破局と、キュクロプスの終曲とは対腕的です。ムーサイの助

けがあれば、エロースに打ち勝つことができます。牧歌の愛の神と詩歌の役目

をこれほどまでに劇的に仕上げたのはテオクリトスの神業というほかありませ

ん。ウエルギリウスにはこのような悲劇的恋愛は無く、昇華しています。テオ

クリトスにおける愛は、ときに泥くさく、愛憎が歴然としています。ムーサイ

をこれほど渇望した詩人は存在しません。テオクリトスにおける愛情は熱烈的

です。ウエノレギリウスには、この熱情はみられません。もっと純化され泥くさ

さが無くなっています。者い情熱がテオクリトスには渡っています。愛の苦し

みに満ちています。詩歌の女神に救いを求め、より客観的に「愛」を「詩歌J

によって純化しようとムーサイに訴えかけ、救いを希求しているのです。そこ

に、サッポーの恋愛詩の伝統がみられます。テオクリトスもサッポーと同様、

恋愛に詩歌への昇華を求め、情念と葛藤したのです。

その葛藤の成果物が、その作品に結集したものというべきではないでしょう

か。

それこそが、ブーコリカの創造の原点であったということができます。

ウエルギリウスは、それを再制作し、牧歌として継承したのです。

第 1歌:8EOKPITIY 8yprU': H moH (テオクリトスのテイルシスもしくは
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讃歌)

Ev9'， JivαもKαLτUVOE申Epeuπα1C'tOWμE入iπvouv

おいでください主たる君、美しき牧神の笛を手に

蜜蝋の繊細な蜜のかおり、唇のめぐりに、ふれられて。

私は(ダプニスへの愛に溺れず)愛神に屈することなく黄泉の国へ!

終曲を詩神、牧歌を終わりに。 (128→131)

第 2歌 :θEOKPI下'OYφAPMAKEYTPIA(テオクリトスの女魔術師)

n~μ01τ凶 õú<I>vα\; <l>Epe. 0Eστu入l. π~ oe 'ta中iλτpα;

月桂樹は何処、煽薬は何処、テステュリス様おもちあそばせられましたか?

紫色の牝羊の毛で、さかずきを飾りながら。

魔術を使いながらも、あの方はもう十二日間も私の許に戻らないわ。

私が死んでも生きていようとも気にかけようとはなさらないわ。

憎き方、戸口を叩し、てもくださらない。

きっと愛神様があの方の心を、アフロデイテイ様もともに、

ほかの女のひとに移してしまわれたのね。 (1→7)

第 3歌:0EOKPITOY KQM01: (セレナーデ)

Kωμdσ8ω 1tO'tlτav 'Aμαp9λλioα，ταi oEμ01 CX¥γEC 

歌います.アマリリスさまを讃える歌を

牝山羊たちは今正で草を食んでいます

テイテュロスさま、わたしの牝山羊をEからつれてきてくださいませ。

わたしの大切なテイテュロスさま、

牝山羊に草を食ませて、ここの泉へ連れてきてください。

でも白いリビアの牡山羊に、お気をつけられて

角でつつかれないように。 (1→5)

あなたの麗しい眼差し

美しい大理石のように、貴石のようなあなた。

黒き眉毛の乙女よ、あなたを愛する山羊飼いの私を抱擁してください

あなたの両の腕に、そしてあなたに口づけを、たとえむなしいキスでもよいの

です、私の甘い情熱。

あなたは、私のささげる花冠を、砕きつくし、粉微塵に煩歌に変えてしまわれ

る
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し、としのアマリリス様、替被の蓄にセロリを絡まれキズタで編んだ花冠。

不幸な私、これほどの苦しさ

御聞き届けくださられないあなた。

草の衣を砕きさり、私は浜へ荒磯へ行きましょう

釣り師オルピス鮪をねらう荒磯に

私の命など、こころよきものと思う、あなたの許を去りて。(18→27)

'AλYEωτav KE申αλav，'tIv o'ouμtλEl， OUKE1:' auoω， 

頭が痛む

でもあなたには分からない

もう歌うまじ

倒れ横たわり、狼の餌食とならむ吾。

それこそがあなたのお喉には蜂蜜の安らぎとならましかれ。 (52→54)

第 4歌

コリュドン:猟をしながら、みずうみの口にきてプシュコス(ロクリ・エピゼ

フィリイの人)の旦に、ネアイトス川の岸辺に花咲くハリモクシュ (melampy.

rum arvense)、ノミヨケグサ (erigeronviscosum)、香り高きメリッサ草。 (22

→25) 

第 7歌:8EOKPITOY 8AA n:IA (収穫の祭典)

守 Hcχpovoc aviK' EyuIvτE Kαi EUKPlτoc eicτov"AλEVτα 

エウクリストス様とともに、アミュンタス様を加え、コス島のハレイスの町に

向かっていたときのこと、デメテール神のため、プラシダス様とアンテイゲネ

ス様が収穫祭を催したのです。

お二人ともリュコベオスの子、クリュテイアとカルコンの後胤、古よりの高貴

な血筋。カルコンが足と膝にて岩を押さえつけて湧き出させたブーリナの泉。

近きにポプラと検の木々、快き木陰の穆蒼と茂るは天井の覆いの如く緑なす青

葉の裡に。 (1→9)

第 8歌:[8EOKPITOY] BOYKOAIA:ETAI <日'>

L1actVlOl吟 XaplEVτlO"¥JVa1:E'tO sO¥JKoKEovn 

牝羊に草を食ませて、山々を巡りておられるとの噂のメナルカス様

今出会いしは牛達に草を食ませておいでのダプニス様

'
E
A
 

'
E
A
 



黄金色の髪の二人同士、共に青春の若き齢

詩歌を詠み、パーンの笛の奏法をたしなまれて、

メナノレカス様、ダプニスを看て歌いあげられた詩。 (1→5)

l1A. nuv'tq Eαp，παvτq uE voμOt，παv'tq: Yαλα1C'tOC 

ダ、プニス:そこかしこに春、牧場、豊かな乳房、

乳に溢れ、動物達は育まれ、良き子供らも歩み育つ

行かりなば、牝牛達に草を食ませる、喉の乾きし牝牛を連れる牧人よ。 (42→

43，48) 

第 11歌 :θEOKPITOYKYKAO'l' :キュクロプス(恋の癒し)

OuuEv 1tOτ'tov EpωταπEQ>U1CEt申αpμαKOVαλ入0，

愛を癒すための薬など、つゆ御座いません、ニキアス様。

私はそう信じます。

塗り薬とて、粉薬とて、ムーサイ様を措いては。

ムーサイ様は、お癒しくださり、優しき手で。

されど、自らの許にあれど、見いだすことたやすからず。

さりながら、九人の女神に愛でられしあなたさまは、それをよく御存じのこと

私たちのキュコロプス様、心やすらかであらせられよ。

古のポリフェモス様も、こめかみの髭の豊かな頃、ガラテアを追いて愛したが。

(1→9) 

OU'tωτOt f10λu中αμOcEπOtμαtvEVτOV Epωtα 

かくのごとくポリュフェモス様、恋いの悩みを歌いあげ牧場に戻られました。

黄金を医師に与える事無く、心満たされて。 (80→81)

第四歌:EAENHL EmSAAAMOL (へレネ祝婚歌)

XαtPOtc，φvuμ0αχαtPOtc， Euπ:EV6EPE yαμspe. 

おしあわせに

良人をかち得た花嫁様

おしあわせに

高貴な義父を得た花婿様

願わくは乳母の女神レト様、いい御子を授けてください。
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アフロデイテイよ、互いに助け合う愛をゆたかに与えてくださいませ

ゼウスよ、豊かさを授けてください

高貴な富を、それに相応しい新婚夫婦に渡してあげてください

手ずからに。

おやすみなさい。いつくしみと愛の息吹を交わしながら

御目覚めは、暁とともにありますように。

輝く翼の一番鳥が禁明を告げるころ、あしたに。

ノ、イメンよ、このすばらしき二人を祝福されまし。 (49→58)

Ef1IrP AMMAT A 

XXVI 

別れ別れになっていた牧歌の詩神たちは

今ここに同じ牧場のひとつの群れに纏まりました。

(へシオドス「仕事と日々 J(EPrA KAI HMEPAI) (581→596)) 

アザミが咲き、響き渡る蝉が木々にとまり妙なる歌をふるえる麹の許から溢れ

出る、仕事に汗をながす夏来らば、山羊達はまるまる太りて、葡萄酒は豊醸に

なり、御婦人方も艶かになりますが、男達は疲れきってしまいます。シリウス

がのぼり男達の頭や膝を焼き焦がし、肌も灼かれるからです。しかし、そんな

日々には、木陰に涼を求め、ピブロス(トラキア産)の葡萄酒を味わい、担粉

を焼いたパンと、日高乳を終えた牝山羊の乳や、森で、育ったまだ子を産んだこと

のない牝牛の肉、初子の山羊の肉などをおすすめします。胃が満たされたあと

は、木陰に安らぎ、:崖めく色の葡萄沼を味わいませ。ゼフイロスのそよ風に顔

を向け涼みつつ。

夏も洞れない永遠(とわ)の泉から清水を汲み、三杯を冷水、四杯目を葡萄酒

でj荷たして。

4.結び

テオクリトスの創作した「牧歌Jの世界は、現実でなく、仮想的理想化され

た田園歌であり、ギリシア音楽と密接な関連を有する抽象化世界です。のちに

ウエルギリウスがさらに理想化した理想郷「アルカデ?イアJです。

しかし、背景は現実の世界の実在する風光であり、木陰であり、泉であり、

ギリシアであり、マグナ=グラキアです。美しい現実の自然描写に「愛Jの世

界「理想郷Jを創造したのです。
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そして原型に、サッポーの詩集の愛と情景が在ります:

9Hpoc ayyeλoc tμE品。ωvocà~ôωv (Schol. Soph. Electr. 149) -LP 136一(TR131)

春を告げ知らせる者よ

夜鳴きうぐいすよ愛の声で

πτepuyωv o'uπOKαKxeetληy9pav aoioαv 0τ1π01:' 

UV申λoytoVKα9Eταveπ1π1:Uμevov KαtαuoEIη 

CDemetr.π. EPμ. 142-TR206一 (LPAlc. 347b)) 

蝉よ 麹の許に鋭き歌歌いぬ

落つる焔が 告げる時に。

πOtKIAAE'tUtμEv yuiαπoAuστE!tαvoc 

(Demetr.π. EPμ. 164-TR 148) 

大地を花々の数多なる冠に色とりどりに飾られて...

テオクリトスはサッポーの詩歌の愛と自然描写を受け継ぎ、へシオドスの農

耕歌と韻律を受け継ぎ、継承しています。

テオクリトスが初めて創造した「やすらぎの田園の場所(Iocusamoenus) J 

は、ウエルギリウスにおいてアルカデ、イアとなり、理想郷化され、観念化され

ました。

そこが「アルカデイアに生きる」という、自然の豊かさを味わい農作物の豊

かさ(デメテーノレ神)の恵みを享受するという、エヒ。キュロス哲学的なつつま

しい快い生きかたに結実します。

私達は、心のなかの「アルカデイアJをつねに生きていなければならない。

現実の富や地位を求めず、理想郷的回国のなかに精神世界を構築せねばならな

し、。

それが、ボイオテイアの農民詩人へシオドス「仕事と日々」の「田園の真実j

の記録とウエルギリウスの継承した「農耕歌」の精神に通じるものです。

自らの詩作とそれを支える勤労が基底に厳存するのです。

そういう自己の経歴と困難(16 歌 106~107) を乗り越えて詩人達は「牧歌J

の理想郷を創造したのです。実直な農耕の精神と牧歌的理想は両立します(へ

シオドス「仕事と日々J(EPrA KAI H MEPAI 581→596)参照。)。
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